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２０２０春季生活闘争の集中回答日を迎えた本日、ＪＲ西労組中央闘争委員会は、13

時 30 分から第６回団体交渉を行い、会社からベースアップ 800 円（７年連続）、年間臨

給 5.38 ヵ月、契約社員の時給５円引き上げなどの回答を引き出した。 

 中央闘争委員会は、新型コロナウイルスの感染リスクが拡大する中、現場で奮闘する

組合員の負託に応えるべく、最後の最後まで粘り強く交渉を継続してきた結果、安定的

な成果の還元を実現するとともに、今後交渉が本格化するグループ労組への波及につな

がる成果を獲得し、席上妥結した。 
なお、主な妥結内容は下表のとおり。 

 

 

○労働協約に定める基準昇給の完全実施（定期昇給分の確保） 

○ベースアップ 800 円（社員の職務遂行給、シニア・シニアリーダーの基本給に 800

円を加算） 

○年間臨給 5.38 ヵ月（支払日は夏季６月 30 日、年末 12 月 10 日） 

○契約社員の時給５円引き上げ（800 円/月相当） 

○初任給調整手当の加算（2020 年度４月１日入社の新入社員に 3,000 円、2019 年度

入社の新入社員に 1,000 円） 

○特定診断利用支援金の拡充及び増額（対象項目に風疹・麻疹を追加。男性を３万

円に増額。申請回数２回に拡大） 

○保育所等利用支援金の支給拡大（対象施設・対象者の見直し） 

○動物遺骸処置等給付金の給付対象の見直し（１件→１頭（１個）単位） 


